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◇助教授　丹朋　登「超音波厚味計」電氣工學論丈集

　第1巻　第2號（昭和24，年9月號）

◇教授久保田廣「位相差顯微鏡」慮用物理6～7月

　號（昭和24年）
◇教授　藤高周軍，助手　藤井新兵衛，大學院特別研究

　　ピ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　生　聯布忠雄「逞電線閃絡瓢標定器」OHM第418號

　（昭和24年11月）
◇助教授齋藤成丈外「高周波誘電加熱に於けるグリッ

　ド型電極に就v・七」電氣學會雑誌　i第733號（昭和24

　年11月）
◇教授　永井芳男・「インダスレン染料に關するご三の問

　題」化學の領域11月號
◇助教授亘理厚「スピンドルの蓮動と危険速度」繊

　維機械學會誌　第2巻　第12號（昭和24年12月）

◇教授　山内恭彦「酸索原子及びイオンと輻射揚及び自

　由電子との相互作用」電離層研究論丈集　第3輯（昭

　和24年12月≧
・◇教授　輻田節雄外「遮断器の開閉能力について」電氣

　學會難誌　第734號（昭和24年12月）　t

◇教授細田義民，河添邦太郎「蝶着塔に關する基礎的

　研究」化學機械協會年報第7巻　　　　　　　　・

◇助教授　齋藤成丈「高周波加熱の所要電力計算表」

　OHM第421號、21頁（昭和25年1月）’
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L◇助教授　末岡清市「Radiofrequency　Sp6ctrum」の形

　につv・て」日本物理學會分科會（昭和24年10月22日）

◇助教授細利幸隅干ネルギーの中性子陽子鯛に
　つv・て」日本物理學會分科會（昭和24年10月22日）

◇講師　渡漣勝，大學院特研生　三井田純一，助手佐

　藤正千代「湯川ポテンシヤルrcよる中噌生子陽子散SUrr・一

　ついて」日本物理學會分科會1昭和24年10月22日）

◇敏授　繭田義艮，渡漫仁，川端弘「サイクロン脆塵器

　に關する研究」磨用力學會　昭和24年11月8H

　（講演者　渡漫仁）

◇教綬　菊池藁一「現象の理論」日本化學會東海支部特

　別講演　昭和24年11月13日
◇助教授　大井光四郎「ジョーアの硬さ、についで」日本

　機械學會講演會（昭和24年11月13日）
◇教授’星合正治「電界漫想」電氣電氣通信，照明學

　會關西支部蓮合講演會’（昭和24年11月19日）

◇教授　久保田廣，助教授　荒哲哉「補色鏡の理論とそ

　の慮用」，篇眞機技術懇談會’（昭和24・年ll月22日

　機械試験所において）

・一?早u
◇教授安藝efi－一一「水割139頁・11圖，100圓（學生

　書房）

◇教授　星合耶治，助教授　齋藤成丈（鳳誠三郎，尾佐

　竹陶，瀧保夫柳井久義と共著）「電氣工學基礎實験法，．t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　298頁・35◎、圓・（昇龍堂）

◇灘授　楢野實「二，三の蛋白質に關する硯究1鷹用力

　學集書　第1巻（昭和24年11月10日獲行〉
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編集　後　記

◇人間誰しも幸繭を望まぬものはな・

い．ところで，職争が人間杜會の最

大の不幸だということを身を竜つて

知つたわれわれは，何にも噌してこ

の不幸から蓬かれたいと思5．，

◇競馬の大穴のように幸蓮は手離し

でも舞いこもうが，幸顧は努力の働

きの上に訪やる．しか電，ゆるめた
手からは幸藺の手綱はするりと抜け

てゆく．

◇知性の働きを職業とするものにと

つて，年和の幸繭を捉え，持ち績け

る努力こそ永遠の使命であるう．

◇千圓札の登場によつて百圓札の生

産は低下したが，何年ぶりか十何年

ぶりかで，「あれや安くなりました

よ」というような話が聞かれるよ5

になつた．東京の街では木邉の電車

はほとんど見られなくなつたし，電

車の窓にも大がいガラスがはめ6れ

それも磨かれて光つている．

◇生産は確に復興しつつある．その

結果がわれわれ自身に幸繭をもたら

すのでなければならない．とするか
らにはそのための「生産研突」でな

ければならない．

◇生産技術の遙歩と職箏．この二つ

が「卵が親か鳥が親か」という難問

と並べて持出されたのは全くの過去

のものと信じて，「生産」の「研究」

を績けてゆきたい．（L，S．）
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　墨盟は地震に封して骨組以上のカを

分講して建物の崩機を防ぐ．本試験謹

は鋼筋罫クリ飼ト耐震壁の効果を研究

すδために坪井研究室で作らlt　t　OP断

試験燈の一形式で，内枠な固定，外枠
に回韓を與λるとφ聞のテーパー付セ

メンFモルタル国版は均等な勢断力を
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